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１．はじめに 
 2017 年 3 月、「幼稚園教育要領」や「保育所保育指針」、「幼保連携型認定こ

























































 寺領小学校区は、ＪＲ木次線と斐伊川の支流である久野川の流域に沿った   
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２）サンライズふるさと学園のあゆみ（雲南市立寺領小学校 HP より抜粋） 
 
寺領小学校は明治 7 年に日登村寺領小学校として創立されました。「日登」 
という地名は「日が登る」と書きます。日本でただ一つの地名であるといわれ 





















寺領幼稚園（園児数 13 名）と寺領小学校（児童数 55 名）は同じ敷地内にあ
り（図 1 参照）、2014 年度までは寺領小学校長・教頭が兼務園長・教頭であっ





・合同職員会議 ・合同避難訓練 ・教職員間の交流（厚生活動を含む）  
・特別支援教育の取組 ・1 年生・5 年生と園児の学年交流  
・合同運動会“寺領っ子運動会”  
・幼小交流遊び ・さつま芋作りの活動（通年） 







①  日常的に交流があり、生活の中でしぜんにふれあいが積み重ねられる 
②  小学生や先生、学校という場がとても身近に感じられる  
③  小学校入学後、のびのびと生活をしていく子どもが多い   























連携の種類  連携の内容  
構想 小学校での経験内容も加味しながら園単独の生活を考えていくこと  
親睦 園児と児童、教職員とがより親しみの気持ちをもっていくこと  
継続 幼稚園から小学校へと引き継がれていくこと 
協働 幼稚園、小学校がそれぞれのねらいをもって同じ活動をすること  
発展 幼稚園、小学校それぞれの生活内容が充実していくこと  
強化 幼稚園から小学校へ積み重ねていくことにより力をつけていくこと  
共有 子ども達のために幼稚園、小学校が情報を相互に伝え合うこと  
協力 幼稚園、小学校が保護者や地域と子どものために手を取り合ってしていくこと  




















































































































然豊かな小高い遊び場が隣接している（図 1 参照）。 
崖のぼり、冬のそり遊び等の運動遊びや季節ごとに木 
の実拾いや昆虫採集等、子ども達の心身の発達や興味 



















            表 3．赤土の丘での活動 
 教科  春       夏        秋       冬       
幼稚園   自然散策            探検  
 散歩・木製遊具        崖滑り、崖上り、   そり滑り  
つるブランコなど  
自然物みつけ  
 筍、わらび、よもぎ→食べる     栗  
   八重桜→摘む、干す、食べる    →ひろう、食べる活動  
     サルトリイバラ       どんぐり、椎の実、烏瓜など  
       →柏餅作り        →集める、遊びに活用  
     ユスラウメ→ジャム作り         冬イチゴ  
         笹→笹巻作り          →食べる、  
           竹→七夕飾り         ジャム作り  
1 年・2 年  生活科  草花や虫探し              栗ひろい  
春、夏、秋、冬みつけ          木の実ひろい  
さくらんぼ
（特別支援学級）  
生活科  自然散策             自然物採取  
八重桜摘み、ヨモギ摘み  
 サルトリイバラ摘み→柏餅作り  




図 3 崖のぼり  
図 4 木の橋をわたるよ  
 









ねらいを設定しさつま芋作りの年間計画を作成し実際の活動を行っている。            
表 4. 『さつま芋の活動』の流れとその他の合同行事  
  5 月   6 月   7 月   9 月   10 月   11 月   12 月   1 月  
小 学 校
単独  
牛糞入れ（5 年と 6 年）                 ありがとうの会  
 畑起こし (地域の人 )          クッキング (各学級 )  
 畝づくり、マルチ掛け (１～4 年 )     給食センターで食材として活用  
         水やり (4～6 年 )    寺領っ子発表会で豚汁に使用                              
幼小合同        ☆芋苗植え       ☆芋掘り  
                  お芋コンテスト  
                  焼き芋パーティ         




運動会の練習（盆踊り、☆全体種目、☆予行）     幼小交流遊び  
    寺領っ子運動会  
     サンライズマラソン   サンライズマラソン   
          カレーパーティ    1，2，5 年生との交流  
          合同給食会      合同給食会      合同給食会  
発表会リハーサル、小学校卒業セレモニー、学年発表への参加  ☆５年生が迎えに来る  
寺領幼稚園研究紀要（2018:pp.7）より抜粋 





   （ 3 歳児）小学生と一緒に活動する。  
   （ 4 歳児）小学生に教えてもらいながら活動する。  
   （ 5 歳児）自分の力で活動しようとする。  
   （共  通）・小学生と一緒に活動することを楽しむ。  




寺領小学校：食と農 (さつま芋の活動を含む )のねらい  
  ・寺領の豊かな自然を体いっぱいに感じて、ふるさとの良さを再認識する。  
・汗して働くことの大変さや先人の苦労や知恵を知り、望ましい職業観や勤労観を育てる。 
  ・土や作物など、本物に触れることで豊かな感性を育てる。  









   
 
図 6 大きくなあれ (6 月 ) 図 7 一緒に抜くよ（10 月） 
 













表 6．芋苗植えと芋掘りでの子ども達の実際の行動と気持ちの変化  
 6 月芋苗植え  10 月芋掘り  
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          －(イ)個別児への協力的援助・・・・共有、継続 
          －(ウ)就学に向けた取り組み・・・・共有、継続 
⑴米国から帰国した幼児(A 児)と保護者のために幼稚園と小学校が連携し
支援した事例（平成 28 年度の支援の概要） 
・A 児は米国の保育園に約 4 年間通園していた。日常的に使用する言語は英語
であった。9月末まで米国で暮らし 11 月から雲南市の祖母宅に在住となる。




表７．平成 28 年度入園以降の経過                                   
 A 児の姿  園でのかかわり  小学校との連携  
H28 年
度  


































































相 手 の 気 持 ち に 立 ち
止 ま っ て ほ し い 時 な
ど、禁止表現での声掛
けは避ける。A 児がモ
デ ル と な る 姿 が イ メ
ージしやすいように、
本 児 の 行 動 を 英 語 で
ほめる。  
・周りの子にとっても英







し や イ メ ー ジ が も て




























寺領幼稚園研究紀要（2018：pp.12）より抜粋 下線は稿者   
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⑵米国から帰国した幼児(A 児)と保護者のために幼稚園と小学校が連携し
支援した事例（平成 29 年度の支援の概要） 
 ・4 月。母親が仕事に就き祖母の迎えになり、A 児は降園後、祖母と過ごす
ようになる。5 月。祖母宅を出て同じ自治会内に住むようになる。弟が 3 歳
児で入園した。平成 29 年度の経過は表 8 のとおりである。 
表８．平成 29 年度以降の経過  
 A 児の姿  園でのかかわり  小学校との連携等  
H29 年
度  




















































































































































































































かる。特に、特徴的な保育のあり方は次の 2 点である。 
①就学時の特定の期間だけの幼小連携ではなく、子どもたち一人一人の心身の







































・汐見稔幸・無藤隆：「〈平成 30 年度施行〉保育所保育指針 幼稚園教育要領 
幼保連携型認定こども園教育・保育要領 解説とポイント」．ミネルヴァ書
房.2018 
・無藤隆：「幼児期のおわりまでに育ってほしい 10 の姿」．東洋館出版社.2018 


















http://shimane-school.net/unnan/jiryou-sho/（令和 2 年 3 月 6 日閲覧）． 
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